
大学における看護系人材養成の在り方に関する検討会第一次報告骨子（案） 

 

 

はじめに 

 増加し続けてきた看護系大学数 

 社会背景や国民の期待 

 第一次報告としてまとめる意図  

 

I. 看護系大学を取り巻く背景 

 

II. 大学における看護系人材養成の充実に向けたこれまでの検討の経緯 

 

III.保健師助産師看護師学校養成所指定規則の改正 

 

IV. 指定規則の改正点を踏まえ、教育課程を体系的に編成する上での留意すべき事項 

（議事１の保健師助産師看護師学校養成所指定規則を大学において適用するに当たって留

意すべき事項で出された意見をもとに、作成する。） 

 

V. 看護系大学における質保証に向けた今後の課題 

 実習ガイドライン策定の必要性 

 看護系大学の教育方法の向上に向けた取り組みの必要性 

 卒業時の看護実践能力の評価の仕組みを検討する必要性 

 看護系大学における指定規則の在り方に関する今後の課題 

資料２ 


